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‭◯文化発表会を終えて‬
‭　皆さん、文化発表会お疲れ様でした。今年度は、今までとは違って「せらにしタウンセン‬

‭ター」での開催でした。動きや立ち位置など、実際に行って確認しないとわからないところも‬

‭たくさんありましたが、学年関係なく全員で課題を見つけ合ったり、試行錯誤することで花開‬

‭くことができたと思います。「明神の舞」の取り組みは１つのゴールを迎えましたが、これか‬

‭らは、文化発表会で得た力を日常生活に生かしていくことが大切です。今回の成果を自信にし‬

‭て、これからの行事や普段の生活をさらに良いものにしていきましょう。‬

‭　‬

‭・今年の振り返り‬
‭　‬

‭　・新しい文化発表会の基準を作ることができた。‬

‭　・準備・移動を素早くし、練習時間を大切にすることができた。‬

‭　・パート練習をもっと早い時期からはじめる必要があった。‬

‭　・移動、準備、片付けも演技の一部であるという意識を強く持つ必要があった。‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭◯期末テストについて‬
‭　‬‭11月末には期末テストがあります。ところで皆さんはなぜ勉強をしているのでしょうか？‬

‭私達は、｢将来の自分への投資｣だと思っています。「今」だけを見るのではなく、「未来」を‬

‭想像し、自分なりの目的を持ってみると、取り組み方が変わってくるのではないでしょうか。‬

‭　今回の期末テストは、目的を持って取り組んで行きましょう。‬

‭　そして、3年生は受験を控えています。定期テストもあと2回と少なくなっていますが、‬

‭進路実現に向けてしっかりと勉強をして行きましょう。‬‭　‬
‭　1、2年生は、２年後、１年後の自分の進路実現のためにも、‬

‭努力していきましょう。‬‭　‬
‭　             　‬


